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人・ 街・ ながた 人・街・ながた震災資料室

発行人寿広文

震災資料室ニュース 編集人武川泰恵•藤原美紀

「＊雪置』と『罰言口らい富鱈贋`｀
人と人と力汀已い[9大切

1995（平成 7)年 1月17日（火）午前 5時 46分、神戸は「震度 7」の激震に見舞われた。「が

んばろう神戸」を合言葉に復旧・復興へ歩み、多くの支援を受けて今日まで来ることができた。

そして、映画『男はつらいよ・寅次郎紅の花』ロケは、長田のまちに希望を運んでくれた。

全国の皆さんのご支援へのお礼と、あの震災の体験を風化させず、永く記憶し後世の人々へ継

承していくための記録展。

山田洋次監督きたる

一学生・くららの仲間とトークセッション

「大震災」と「男はつらいよ・寅次郎紅の花」

のロケの意義を見つめ直して大震災を振り返る

—学生たちは寅さん班や長田班をつくり、展

示内容の詰めに入っている。

「男はつらいよ」の映画 48作を鑑賞し、ロ

ケ地も訪ねて関係者からの聞き取りも終えた。

そして山田監督に手紙を出した。「寅さんは長田

・ •一・・一..一・・一• •一・・一・•一・•一・・一..一..一・・一・・―’.I 
： 焼け跡から出てきた「硯と雅印」 ！ 
I 
l 神戸新聞紙上で習字書道展の選者をされてい：

I 

lる寺谷方翠さんは自宅の焼け跡から硯と雅印を：
I 

掘り出した。 ！ 

硯は中国広東省肇慶府高安県斧拘山の「端渓：
I 

硯」で憮威塗簾＂の感触といわれている名硯で：
I 

ある。 l 
寺谷さんの自宅は大橋町 10丁目で鷹取東地区！

．にあり、消防庁の記録を見ると、地震直後に 2ヶ！

所から出火しアーケード沿いに火が広がり、 9時！

に住む人々の心の中で生きています。ぜひフー ：頃には街全体が火災となった。いわゆる「火が風！
I 

テンの寅さんのようにふらっと長田にいらして ：をよぶ」現象が起こり、焼失面積は 6万面に達し i
ください」・・・山田監督ば快諾しt- I '-。：た。 1

： 復興のまちづくりとして土地区画整理事業が・•.. ・・・.. •................................................................................................. _....... ......... I I 
（，••サロンコンサート ＼ ：採り入れられ、細街路と私道はなくなり、平成 13i 

: l 
! ・o 6年 10月 4日（水），

l ：年に完了した。
！ 

: I 
I 

l 12時20分～12時50分．
l． 震災直後の国勢調査で 411人に激減した人口：

: ，． l 

l 長田区役所 7階区民ギャラリ
！ ！は、平成 17年には 1,540人にまで回復している。：

I 
l ＊井出智佳子さんによるピアノ演奏 ！ 

i ! （回復率 68%)
: l 
I 組曲「くるみ割り人形」より ： 

l ！ また、大国公園だけだった公國は「海運双子池：
I 

＼ ノクターン変二長調作品 27-2 ほか i : 
l I公園」「若松鷹取公園」「日吉ひだまり公園」がで：

.. l 
..... .......'・・I Iき、ボケットパークも数ヶ所生まれた。 ： ............... _,-..............................................＂●●●●●●●”......... 
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て
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れ
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⑳
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押
し
売
り
お
断
り
”
の
札
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貼
っ
て
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下
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ワ
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に
寅
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と
勘

違
い
さ
れ
て
、
警
察
沙
汰
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ら方
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学生が選んだ寅さんの名セリフ 寅さんは旅の中で数え切れない程の

名セリフを残しています。

学
生
が
選
ん
だ
寅
さ
ん
の
名
セ
リ
フ
④

男
が
女
を
送
る
っ
て
言
う
湯
令
に
は
な
、

そ
の
女
の
家
の
玄
岡
ま
．
て

送
る
っ
て
言
う
事
よ

峯
四
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郎
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え
」
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選
ん
だ
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顧
て
笑
っ
て
心
，
て
泣
い
て
っ
て
よ
：
・

そ
こ
が
渡
世
人
の

つ
れ
え
と
こ
ろ
よ
：
・

峯
二
作
「
銭
男
は
っ
ら
い
よ
」

学生が選んだ寅さんの名セリフ①

ぉ嬢さん、お笑いくださいまし、

私は死ぬはどお埠さんに惚れていた

の＊てございます

慕ー作「男はっらいよ」

あは学
んら農
な‘選
雲見ん
に fぐ だ

峯 ;ぐ 、寅さ

九 りぢ作
-, て名
涼 え セ

ス リ

； ん フ

だ ③ 

よ


